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一
、
晋
王
朝
は
い
つ
始
ま
っ
た
の
か

史
書
を
編
纂
す
る
際
、
そ
の
王
朝
の
創
業
を
ど
の
時
点
に
定
め
る
か
が
問
題
と
な
る
︒
こ
れ
を
限
断
と
言
い
、
こ
の
こ
と
を
議
す
る

の
を
限
断
論
と
い
う
︒
西
晋
の
場
合
、
建
国
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
司
馬
懿
、
司
馬
師
、
司
馬
昭
父
子
で
あ
る
が
、
正
式
に
皇
帝
に
即

位
し
た
の
は
司
馬
炎
で
あ
る
︒
従
っ
て
、
晋
朝
の
国
史
編
纂
に
あ
た
り
、
武
帝
と
恵
帝
の
時
期
に
討
論
が
行
わ
れ
、
四
つ
の
説
が
出
さ

れ
た
︒

第
一
の
見
解
は
正
始
元
年
（
二
四
〇
）
説
で
あ
る
（
以
下
「
正
始
説
」
と
称
す
）︒
魏
の
景
初
三
年
（
二
三
九
）、
明
帝
曹
叡
の
崩
御

に
伴
い
、
幼
い
斉
王
曹
芳
が
即
位
し
、
翌
年
一
月
に
年
号
を
「
正
始
」
に
改
元
し
た
︒
明
帝
は
臨
終
に
際
し
、
司
馬
懿
と
曹
爽
の
二
人

に
曹
芳
の
補
佐
を
託
し
た
︒
各
々
三
千
の
精
兵
を
統
率
し
、
共
同
で
の
補
佐
が
始
ま
っ
た
︒
つ
ま
り
正
始
説
は
、
司
馬
懿
の
共
同
執
政

を
晋
朝
の
始
ま
り
と
し
た
の
で
あ
る
︒

第
二
は
嘉
平
元
年
（
二
四
九
）
説
で
あ
る
（
以
下
「
嘉
平
説
」
と
称
す
）︒
正
始
九
年
（
二
四
九
）
正
月
、
高
平
陵
の
変
が
起
こ
り
、

司
馬
懿
は
曹
爽
の
三
族
と
配
下
の
子
郎
党
を
誅
殺
し
た
︒
そ
し
て
同
年
四
月
、
年
号
を
「
嘉
平
」
と
改
め
た
︒
こ
の
事
件
後
、
魏
の
宗

室
曹
氏
の
勢
力
は
減
退
し
、
司
馬
氏
に
よ
る
政
権
の
独
占
が
始
ま
っ
た
︒

第
三
は
泰
始
元
年
（
二
六
五
）
年
説
で
あ
る
（
以
下
「
泰
始
説
」
と
称
す
）︒
魏
の
元
帝
咸
熙
二
年
（
二
六
五
）
八
月
、
司
馬
昭
が
亡

く
な
っ
た
︒
十
一
月
に
司
馬
炎
が
魏
元
帝
の
禅
譲
を
受
け
て
晋
朝
を
建
て
、「
泰
始
」
と
開
元
し
た
︒
泰
始
説
は
、
晋
王
朝
の
正
式
な
成
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立
を
晋
朝
の
始
ま
り
と
し
た
の
で
あ
る
︒

第
四
は
太
康
元
年
（
二
八
〇
）
説
で
あ
る
（
以
下
「
太
康
説
」
と
称
す
）︒
西
晋
の
咸
寧
六
年
（
二
八
〇
）
三
月
、
王
濬
が
呉
の
都
建

業
に
進
攻
し
、
呉
の
最
後
の
皇
帝
孫
皓
は
投
降
し
た
︒
こ
れ
に
よ
り
晋
は
全
国
統
一
を
果
た
し
、
年
号
を
「
太
康
」
に
改
め
た
︒
太
康

説
は
全
国
統
一
を
晋
朝
の
始
ま
り
と
す
る
︒

こ
の
ほ
か
、
第
五
の
説
と
も
言
う
べ
き
青
龍
三
年
（
二
三
五
）
説
が
あ
る
︒
青
龍
二
年
、
司
馬
懿
は
五
丈
原
の
戦
い
で
諸
葛
亮
を
破
っ

た
︒
翌
年
張
掖
郡
で
司
馬
氏
が
天
命
を
受
け
る
と
の
石
瑞
が
現
れ
た
︒
こ
の
歳
を
司
馬
懿
受
命
の
歳
と
し
た
の
で
あ
る
︒
前
の
四
つ
の

説
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
も
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
︒
主
に
正
統
論
の
視
点
か
ら
、
議
論
の
出
発
点
と
主
張
、
最
終
的
な
成

果
に
関
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た（

１
）︒

本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
各
説
の
根
拠
に
つ
い
て
解
釈
を
試
み
る
︒
ま
た
、
陸
機
の
主
張
と
、
実
際
に

執
筆
し
た
際
の
折
衷
案
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
︒

二
、
晋
朝
で
の
議
論

晋
朝
の
国
史
編
纂
は
、
全
国
統
一
後
に
始
ま
っ
た
︒
編
纂
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
限
断
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
っ
た
︒
そ
れ
以
前

の
史
書
は
、
必
ず
し
も
即
位
し
た
皇
帝
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒『
尚
書
』
の
「
虞
書
」
は
舜
に
禅
譲
し
た
尭
か
ら
始
ま

り
、『
春
秋
』
は
隠
公
か
ら
記
録
す
る
が
、
前
の
恵
公
夫
人
の
孟
子
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
︒
断
代
史
の
『
漢
書
』
は
劉
邦
本
人
が
創
始

者
と
践
祚
者
を
兼
ね
て
い
る
か
ら
検
討
の
対
象
と
な
ら
な
い
︒
漢
・
魏
の
王
朝
交
替
に
お
い
て
は
、
創
始
者
と
践
祚
者
を
兼
ね
な
い
︒

王
忱
『
魏
書
』、
陳
寿
『
三
国
志
』（
晋
書
限
断
の
議
論
と
同
時
期
に
編
纂
）
の
二
書
と
も
「
武
帝
紀
」
が
あ
る
︒
漢
の
紀
元
で
も
魏
武

帝
を
叙
述
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
先
例
が
あ
っ
た
た
め
、
晋
書
の
断
限
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

歴
位
散
騎
常
侍
、
後
軍
将
軍
︒
広
城
君
薨
、
去
職
︒
喪
未
終
、
起
為
秘
書
監
、
掌
国
史
︒
先
是
、
朝
廷
議
立
晋
書
限
断
、
中
書

監
荀
勖
謂
宜
以
魏
正
始
起
年
、
著
作
郎
王
瓚
欲
引
嘉
平
已
下
朝
臣
尽
入
晋
史
、
於
時
依
違
、
未
有
所
決
︒
恵
帝
立
、
更
使
議
之
︒

謐
上
議
、
請
従
泰
始
為
断
︒
於
是
事
下
三
府
、
司
徒
王
戎
、
司
空
張
華
、
領
軍
将
軍
王
衍
、
侍
中
楽
広
、
黄
門
侍
郎
嵇
紹
、
国
子
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博
士
謝
衡
皆
従
謐
議
︒
騎
都
尉
濟
北
侯
荀
畯
、
侍
中
荀
籓
、
黄
門
侍
郎
華
混
以
為
宜
用
正
始
開
元
︒
博
士
荀
熙
、
刁
協
謂
宜
嘉
平

起
年
︒
謐
重
執
奏
戎
、
華
之
議
︒
事
遂
施
行
︒

（
賈
謐
は
）
散
騎
常
侍
、
後
に
軍
将
軍
を
歴
位
す
︒
広
城
君
薨
じ
、
職
を
去
る
︒
喪
未
だ
終
へ
ず
、
起
ち
て
秘
書
監
と
為
り
、
国

史
を
掌
る
︒
先
づ
是
れ
、
朝
廷
は
晋
書
の
断
限
を
立
つ
る
を
議
す
︒
中
書
監
荀
勖
、
宜
し
く
魏
の
正
始
を
も
っ
て
起
年
す
べ
し
と

謂
ふ
︒
著
作
郎
王
瓚  

嘉
平
以
下
の
朝
臣
を
引
き
て
、
尽
く
晋
史
に
入
れ
ん
と
欲
す
︒
時
に
違
あ
る
に
依
り
、
未
だ
決
す
る
所
あ
ら

ず
︒
恵
帝
立
ち
、
更
に
こ
れ
を
議
せ
し
む
︒
謐
上
議
し
、
泰
始
よ
り
断
と
為
さ
ん
を
請
ふ
︒
是
に
於
い
て
事
三
府
に
下
り
、
司
徒

王
戎
、
司
空
張
華
、
領
軍
将
軍
王
衍
、
侍
中
楽
広
、
黄
門
侍
郎
嵇
紹
、
国
子
博
士
謝
衡
は
皆
謐
の
議
に
従
ふ
︒
騎
都
尉
済
北
侯
荀

畯
、
侍
中
荀
藩
、
黄
門
侍
郎
華
混
以
為
ら
く
宜
し
く
正
始
を
用
っ
て
開
元
す
べ
し
と
︒
博
士
荀
煕
、
刁
協
宜
し
く
嘉
平
を
用
ひ
て

開
元
す
べ
し
と
謂
ふ
︒
謐
重
ね
て
戎
、
華
の
議
を
執
奏
す
︒
事
遂
に
施
行
せ
り
︒   

（『
晋
書
』
巻
四
十
「
賈
謐
伝
」）

第
一
回
の
議
論
は
、
武
帝
太
康
年
間
に
行
な
わ
れ
た（

２
）︒

こ
の
議
論
で
は
、
中
書
監
荀
勖
が
正
始
説
、
著
作
郎
王
瓚
が
嘉
平
説
を
唱
え
、

泰
始
説
と
太
康
説
は
提
起
さ
れ
て
い
な
い
︒
第
二
回
の
議
論
は
、
恵
帝
の
元
康
八
年
（
二
九
八
）
に
あ
っ
た
︒
こ
の
時
、
荀
勖
の
息
子

（
済
北
侯
荀
畯
、
侍
中
荀
籓
）、
さ
ら
に
黄
門
侍
郎
華
混
が
再
び
荀
勖
の
正
始
説
を
主
張
し
た
︒
博
士
荀
熙
と
刁
協
は
、
王
瓚
の
嘉
平
説

を
と
っ
た
︒
一
方
、
秘
書
監
の
賈
謐
が
新
た
に
泰
始
説
を
提
起
し
た
︒

さ
き
の
断
限
議
論
の
問
題
点
の
一
つ
は
、
年
号
に
関
係
す
る
︒
晋
朝
の
正
式
な
年
号
は
泰
始
か
ら
と
さ
れ
る
が
、
正
始
か
ら
泰
始
ま

で
の
期
間
も
『
春
秋
』
や
『
尚
書
』
に
倣
え
ば
、「
晋
元
年
」「
晋
二
年
」
と
も
な
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
魏
の
年
号
の
ま
ま
で
よ
い
の

か
検
討
の
余
地
が
あ
る
︒
も
う
一
つ
は
、
大
臣
の
う
ち
誰
の
伝
を
載
せ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
︒
嘉
平
説
の
場
合
は
嘉
平
以
降
の
大

臣
全
員
の
伝
を
載
せ
、
泰
始
説
の
場
合
、
泰
始
元
年
時
点
で
存
命
の
大
臣
の
み
を
載
せ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
︒

陸
機
が
こ
の
議
論
に
参
加
し
、
太
康
説
を
唱
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、『
晋
書
』
に
は
言
及
が
な
い
︒
た
だ
し
『
初
学
記
』、『
北
堂
書

鈔
』
な
ど
の
類
書
、
ま
た
『
隋
書
』「
李
徳
林
伝
」
で
李
徳
林
が
魏
収
と
の
北
斉
朝
の
起
元
に
関
す
る
討
論
な
ど
か
ら
、
陸
機
も
こ
の
議

論
に
参
加
し
、
太
康
説
を
提
案
し
た
状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
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陸
士
衡
以
文
学
為
秘
書
監
虞
濬
所
請
、
為
著
作
郎
、
議
晋
書
限
断
︒

陸
士
衡
は
文
学
を
以
て
秘
書
監
虞
濬
の
請
は
る
る
所
と
為
る
︒
著
作
郎
と
為
り
、
晋
書
の
限
断
を
議
す
︒ 

 
 

王
隠
『
晋
書
』（『
初
学
記
』
巻
十
二
「
職
官
部
・
著
作
郎
」
所
引
）

束
皙
、
字
広
微
︒
秘
書
監
賈
謐
請
為
著
作
郎
、
難
陸
士
衡
晋
書
限
断
︒

束
皙
、
字
は
広
微
︒
秘
書
監
賈
謐  

請
ひ
て
著
作
郎
と
為
し
、
陸
機
の
晋
書
限
断
を
難
ず
︒ 

 
 

干
宝
『
晋
紀
』（『
初
学
記
』
巻
十
二
「
職
官
部
・
著
作
郎
」
所
引
）

漢
献
帝
死
、
劉
備
自
尊
崇
︒
陳
寿
蜀
人
、
以
魏
為
漢
賊
︒
寧
肯
蜀
主
未
立
、
已
云
魏
武
受
命
乎
︒
士
衡
自
尊
本
国
、
誠
如
高
議
、

欲
使
三
方
鼎
峙
、
同
為
霸
名
︒
習
氏
『
漢
晋
春
秋
』、
意
在
是
也
︒
至
司
馬
炎
兼
並
、
許
其
帝
号
︒
魏
之
君
臣
、
呉
人
並
以
為
戮

賊
、
亦
寧
肯
当
塗
之
世
、
云
晋
有
受
命
之
徴
︒
︙
︙
陸
機
称
「
紀
元
立
断
、
或
以
正
始
、
或
以
嘉
平
」︒
束
皙
議
云
「
赤
雀
、
白

魚
」
之
事
︒
恐
晋
朝
之
議
、
是
並
論
「
受
命
之
元
」、
非
止
「
代
終
之
断
」
也
︒

漢
献
帝
死
し
て
、
劉
備
自
ら
尊
崇
す
︒
陳
寿
は
蜀
人
な
り
、
魏
を
以
て
漢
賊
と
為
す
︒
寧
く
ん
ぞ
蜀
主
未
だ
立
た
ず
し
て
、
已

に
魏
武
の
受
命
す
を
云
ふ
を
肯
ぜ
ん
や
︒
士
衡
自
ら
本
国
を
尊
び
、
誠
に
高
議
の
如
く
、
三
方
を
鼎
峙
し
、
同
に
覇
名
を
為
さ
し

め
ん
と
欲
す
︒
習
氏
『
漢
晋
春
秋
』、
意
は
是
に
在
る
な
り
︒
司
馬
炎
の
兼
並
す
る
に
至
り
、
其
の
帝
号
を
許
す
︒
魏
の
君
臣
、
呉

人
並
び
に
以
て
戮
賊
と
為
せ
ば
、
亦
た
寧
く
ん
ぞ
当
塗
の
世
、
晋
に
受
命
の
徴
有
る
を
云
ふ
を
肯
ぜ
ん
や
︒
︙
︙
陸
機
は
「
元
を

紀
し
断
を
立
つ
る
に
、
或
ひ
は
正
始
を
以
て
し
、
或
ひ
は
嘉
平
を
以
て
す
」
と
称
す
︒
束
皙
議
し
て
「
赤
雀
、
白
魚
の
事
」
を
云

ふ
︒
恐
ら
く
は
晋
朝
の
議
、
是
れ
「
受
命
の
元
」
を
並
論
し
、
止
だ
「
代
終
の
断
」
の
み
に
非
ざ
る
な
り
︒ 

 
 

（『
隋
書
』
巻
四
十
二
「
李
徳
林
伝
」）

王
隠
『
晋
書
』
及
び
干
宝
『
晋
紀
』
に
よ
れ
ば
、
陸
機
と
賈
謐
の
意
見
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
賈
謐
は
服
喪
期
間
で
あ
っ

た
が
、
秘
書
監
に
任
じ
ら
れ
、
束
皙
に
指
示
し
て
陸
機
の
意
見
に
反
論
さ
せ
た
︒
李
徳
林
の
書
か
ら
、
陸
機
が
、
武
帝
司
馬
炎
を
全
国

統
一
の
事
跡
に
基
づ
き
皇
帝
と
見
な
し
た
こ
と
が
分
か
る
︒
つ
ま
り
、
太
康
元
年
を
正
式
な
起
元
と
考
え
た
の
で
あ
る（

３
）︒
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さ
て
、
こ
の
陸
機
の
太
康
説
を
含
む
四
つ
の
限
断
の
説
の
分
岐
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
︒
一
つ
目
の
分
岐
点
は
、
断
限
の
基

準
の
問
題
で
あ
る
︒
李
徳
林
の
書
に
言
う
「
受
命
の
元
」
と
は
天
命
を
受
け
た
時
で
あ
り
、「
代
終
の
断
」
と
は
禅
譲
に
よ
り
前
王
朝
が

終
わ
っ
た
時
を
指
す
︒
一
見
、
正
始
説
と
嘉
平
説
は
「
受
命
の
元
」、
泰
始
説
は
「
代
終
の
断
」
を
取
る
よ
う
に
見
え
る
︒「
受
命
」
の

狭
義
の
解
釈
は
、
前
代
の
皇
帝
か
ら
政
治
の
補
佐
の
命
を
受
け
る
こ
と
を
指
す
︒
一
方
、
広
義
の
解
釈
は
、
天
命
を
受
け
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
天
命
を
象
徴
す
る
祥
瑞
が
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
︒
正
始
説
と
嘉
平
説
は
、
狭
義
の
「
受
命
」
で
あ
ろ
う
︒
広
義
の
天
命
説
に
従

え
ば
、
司
馬
懿
の
受
命
は
更
に
早
く
、
青
龍
三
年
（
二
三
五
）
と
す
べ
き
で
あ
る
︒
泰
始
説
は
、
広
義
の
「
受
命
」
と
「
代
終
の
断
」

の
二
つ
の
基
準
に
よ
る
も
の
で
、
太
康
説
は
「
代
終
の
断
」
に
よ
る
だ
ろ
う
︒
一
方
、
陸
機
に
と
っ
て
の
「
代
終
」
は
呉
国
の
滅
亡
で

あ
り
、
陸
機
と
賈
謐
の
明
確
な
分
岐
点
と
言
え
る
︒

明
帝
青
龍
三
年
、
張
掖
郡
删
丹
県
金
山
玄
川
溢
湧
宝
石
、
負
図
状
象
霊
亀
、
立
於
川
西
︒
有
馬
七
︒
︙
︙
馬
自
中
布
列
︒
南
方

有
字
曰
、「
大
討
曹
、
金
但
取
之
︒」
此
司
馬
氏
革
運
之
徴
︒

明
帝
の
青
龍
三
年
、
張
掖
郡
刪
丹
県
金
山
玄
川
に
宝
石
を
溢
湧
し
、
図
を
負
ふ
状
は
霊
亀
を
象
り
、
川
西
に
立
つ
︒
馬
七
有
り
︒

︙
︙
馬
中
よ
り
布
列
す
︒
南
方
に
字
有
り
「
大
ひ
に
曹
を
討
ち
、
金
但
だ
之
れ
を
取
る
の
み
」
と
曰
ふ
︒
此
れ
司
馬
氏
運
を
革
む

る
の
徴
な
り
︒   

孫
盛
『
魏
氏
春
秋
』（『
藝
文
類
聚
』
巻
十
「
符
命
部
・
符
命
」
所
引
）

及
武
帝
受
禅
、
乃
令
傅
玄
製
為
二
十
二
篇
、
亦
述
以
功
徳
代
魏
︒
改
「
朱
鷺
」
為
「
霊
之
祥
」、
言
宣
帝
之
佐
魏
、
猶
虞
舜
之
事

尭
、
既
有
石
瑞
之
徴
、
又
能
用
武
、
以
誅
孟
達
之
逆
命
也
︒
改
「
思
悲
翁
」
為
「
宣
受
命
」、
言
帝
禦
諸
葛
亮
、
養
威
重
、
運
神

兵
、
亮
震
怖
而
死
也
︒

武
帝
禅
を
受
く
る
に
及
び
、
乃
ち
傅
玄
を
し
て
製
ら
し
む
る
こ
と
二
十
二
篇
と
為
り
、
亦
た
功
徳
を
以
て
魏
を
代
す
と
述
ぶ
︒

「
朱
鷺
」
を
改
め
「
霊
の
祥
」
と
為
し
、
宣
帝
の
魏
を
佐
く
る
や
、
猶
ほ
虞
舜
の
帝
尭
に
事
ふ
る
が
ご
と
く
、
既
に
石
瑞
の
徴
有

り
、
又
能
く
武
を
用
ひ
て
、
以
て
孟
達
の
逆
命
を
誅
す
る
を
言
ふ
な
り
︒「
思
悲
翁
」
を
改
め
「
宣
受
命
」
と
為
し
、
帝
の
諸
葛
亮

を
禦
し
、
威
重
を
養
ひ
、
神
兵
を
運
ら
し
、
亮
震
怖
し
て
死
す
る
を
言
ふ
な
り
︒   

（『
晋
書
』
巻
二
十
三
「
楽
志
」）
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断
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孫
盛
『
魏
氏
春
秋
』
に
は
、
魏
の
青
龍
三
年
、
張
掖
郡
で
司
馬
氏
受
命
の
瑞
徴
が
現
れ
た
と
の
記
録
が
あ
る
︒
こ
の
瑞
祥
は
『
晋
書
』

「
五
行
志
」
に
も
記
載
が
あ
る（

４
）︒

ま
た
、
傅
玄
（
二
一
七
～
二
七
八
）
は
、「
晋
鼓
吹
曲
」
を
製
作
し
た
際
、
こ
の
説
を
用
い
強
調
し
て

い
る
︒
こ
の
楽
府
は
、
武
帝
時
期
の
国
家
の
宣
伝
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
晋
の
受
命
は
明
帝
の
青
龍
三
年
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒

青
龍
二
年
、
司
馬
懿
は
諸
葛
亮
を
討
伐
し
て
お
り
、
そ
の
翌
年
、
祥
瑞
も
現
れ
て
い
る
︒
現
在
の
『
晋
書
』
は
、
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た

も
の
で
、
五
丈
原
の
戦
い
以
前
の
説
明
は
ご
く
簡
単
な
も
の
で
あ
る
︒
し
か
し
こ
こ
に
は
、
よ
り
詳
し
い
記
述
が
あ
る
︒

先
行
研
究
で
は
、
受
命
の
対
象
が
司
馬
懿
な
の
か
司
馬
炎
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
正
始
説
・
嘉
平
説
と
泰
始
説
を
区
別
し

て
い
た
が
、
泰
始
説
と
の
受
命
の
本
質
に
つ
い
て
区
別
が
な
か
っ
た
︒
泰
始
説
は
、「
代
終
の
断
」
の
み
な
ら
ず
「
受
命
の
元
」
に
つ
い

て
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

賈
謐
一
派
の
束
皙
は
、
陸
機
に
反
論
す
る
際
、
陸
機
だ
け
で
は
な
く
、
正
始
説
と
嘉
平
説
の
狭
義
の
受
命
に
対
し
て
も
、
同
時
に
反

論
を
試
み
、
赤
雀
、
白
魚
の
典
故
を
引
用
し
て
い
る
︒
束
皙
は
ま
ず
、
広
義
の
受
命
を
用
い
て
狭
義
の
受
命
を
否
定
す
る
︒「
赤
雀
」
は

周
文
王
が
天
命
を
受
け
た
し
る
し
で
あ
る
︒「
白
魚
」
は
周
武
王
が
受
命
し
た
し
る
し
で
あ
る（

５
）︒

漢
代
の
儒
者
は
、
周
文
王
と
周
武
王
に

天
命
の
し
る
し
が
あ
る
理
由
に
つ
い
て
、
周
は
文
王
が
天
命
に
応
じ
な
か
っ
た
か
ら
、
武
王
の
時
に
再
び
天
命
の
象
徴
が
降
っ
た
と
し

た
︒
こ
の
周
の
文
王
と
武
王
の
二
代
に
わ
た
る
受
命
に
基
づ
き
、
司
馬
炎
の
受
命
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
︒
先
行
研
究
で
は
、
晋
の

武
帝
に
よ
る
禅
譲
は
、
準
備
不
足
で
あ
っ
た
た
め
祥
瑞
の
記
録
が
足
り
ず
、
自
分
の
受
命
を
証
明
す
る
た
め
に
、
何
度
も
祥
瑞
現
象
を

記
録
し
た
の
だ
と
す
る（

６
）︒

武
帝
期
の
祥
瑞
の
う
ち
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
先
述
の
司
馬
懿
の
受
命
の
石
瑞
が
、
司
馬
炎
の
時
に
再

び
現
れ
た
こ
と
で
あ
る（

７
）︒

賈
謐
一
派
が
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
受
命
の
し
る
し
が
あ
っ
て
も
、
司
馬
懿
は
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒

従
っ
て
「
受
命
の
元
」
か
ら
考
え
て
も
、
司
馬
炎
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
と
し
た
︒

二
つ
目
の
分
岐
点
は
、
国
史
の
記
述
法
と
い
う
観
点
か
ら
何
を
手
本
と
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
正
始
説
、
嘉
平
説
は
、

と
も
に
司
馬
懿
の
摂
政
時
代
か
ら
紀
年
す
る
こ
と
は
、『
春
秋
』
の
隠
公
、『
尚
書
』
の
文
王（

８
）に

倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
︒
つ
ま
り
、

即
位
し
て
い
な
い
皇
帝
は
前
の
王
朝
の
年
号
を
使
用
せ
ず
、
受
命
し
た
年
か
ら
紀
年
す
る
の
で
あ
る
︒
泰
始
説
は
、
既
存
の
王
沈
『
魏

書
』、
陳
寿
『
三
国
志
』
の
紀
年
法
を
踏
襲
し
、
禅
譲
以
前
は
、
前
王
朝
の
紀
年
で
記
述
す
る
と
し
た
︒
陸
機
は
こ
れ
ら
の
方
法
を
選
ば

な
か
っ
た
が
、
晋
国
の
国
史
と
し
て
、
既
に
通
用
し
て
い
た
年
号
は
書
か
ざ
る
を
得
な
い
︒
従
っ
て
、『
史
記
』「
周
本
紀
」、「
秦
本
紀（

９
）」
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に
倣
っ
て
こ
の
問
題
を
処
理
し
た
︒
つ
ま
り
、
晋
の
三
祖
は
紀
年
に
よ
ら
ず
、
武
帝
か
ら
紀
年
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
点
は
第

四
節
で
述
べ
る
︒

三
、
陸
機
を
含
む
四
説
の
背
景

で
は
、
四
説
の
各
自
の
真
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
主
に
正
統
論
の
視
点
か
ら
討

論
し
て
い
た
︒
例
え
ば
周
一
良
氏
は
、
正
始
説
・
嘉
平
説
は
、
実
は
司
馬
懿
父
子
三
人
の
簒
位
の
過
程
の
血
生
臭
い
暴
力
行
為
を
隠
匿

し
て
お
り
、
晋
王
朝
の
政
権
の
正
統
性
を
維
持
す
る
た
め
に
提
起
さ
れ
た
と
考
え
る）
11
（

︒
こ
の
説
は
多
く
の
学
者
の
賛
同
を
得
て
い
る
が
、

次
の
三
つ
の
問
題
が
残
る
︒
一
つ
目
は
、
も
し
司
馬
氏
の
正
統
性
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
何
故
司
馬
懿
の
受
命
の
青
龍
三
年
か

ら
紀
元
し
な
い
の
か
︒
二
つ
目
は
、
正
始
説
と
嘉
平
説
の
区
別
は
何
で
あ
る
か
︒
三
つ
目
は
高
貴
郷
公
を
弑
し
た
主
犯
の
賈
充
の
孫
の

賈
謐
は
何
故
こ
の
二
説
に
反
対
し
て
い
る
の
か
︒

恐
ら
く
四
説
は
そ
れ
ぞ
れ
司
馬
氏
一
族
の
為
で
は
な
く
、
主
張
者
各
自
の
史
伝
に
お
け
る
地
位
に
つ
い
て
提
出
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
︒
前
述
の
と
お
り
、
当
時
の
重
要
な
論
点
の
一
つ
に
、
誰
を
国
史
に
収
め
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
︒
誰
を
、
ど
の
よ
う
に

記
述
す
る
か
に
よ
っ
て
、
各
主
張
者
と
そ
の
一
族
の
地
位
が
国
史
に
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒

一
回
目
の
議
論
で
正
始
説
を
提
出
し
て
い
た
荀
勖
の
家
族
は
、
唐
代
の
『
晋
書
』
に
お
い
て
同
族
の
荀
顗
と
各
自
の
伝
が
あ
る）
11
（

︒
荀

勖
の
息
子
の
荀
籓
と
荀
組
、
ま
た
彼
ら
の
三
人
の
息
子
も
付
伝
が
あ
る
︒
そ
し
て
荀
顗
と
荀
勖
の
列
伝
は
全
て
正
始
年
間
の
出
仕
か
ら

記
述
さ
れ
て
い
た
︒

魏
時
以
父
勛
除
中
郎
︒
宣
帝
輔
政
、
見
顗
奇
之
、
曰
、「
荀
令
君
之
子
也
︒」
擢
拜
散
騎
侍
郎
、
累
遷
侍
中
︒

（
荀
顗
は
）
魏
の
時
父
の
勛
を
以
て
中
郎
に
除
す
︒
宣
帝
政
を
輔
し
、
顗
を
見
て
之
れ
を
奇
と
し
、
曰
く
、「
荀
令
君
の
子
な
り
」

と
︒
擢
し
て
散
騎
侍
郎
を
拝
し
、
侍
中
に
累
遷
せ
ら
る
︒   

（『
晋
書
』
巻
三
十
九
「
荀
顗
伝
」）

仕
魏
、
辟
大
将
軍
曹
爽
掾
、
遷
中
書
通
事
郎
︒
爽
誅
、
門
生
故
吏
無
敢
往
者
、
勖
独
臨
赴
、
衆
乃
従
之
︒

晋
書
限
断
論
と
陸
機
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（
荀
勖
は
）
魏
に
仕
へ
、
大
将
軍
の
曹
爽
の
掾
に
辟
さ
れ
、
中
書
通
事
郎
に
遷
す
︒
爽
誅
せ
ら
れ
、
門
生
故
吏
敢
へ
て
往
く
者
無

く
、
勖
独
り
に
臨
み
て
赴
け
ば
、
衆
乃
ち
之
れ
に
従
ふ
︒   

（『
晋
書
』
巻
三
十
九
「
荀
勗
伝
」）

荀
顗
は
司
馬
懿
の
青
眼
に
恵
ま
れ
て
出
仕
し
た
︒
特
に
こ
こ
で
彼
の
父
親
の
荀
彧
（
令
君
）
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
は
、
名
門
の
出

身
で
あ
る
こ
と
の
強
調
で
あ
る
︒
荀
勖
は
当
時
司
馬
懿
の
門
下
に
ま
だ
入
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
「
荀
勗
伝
」
の
描
写
か
ら
は
、

忠
義
に
篤
い
人
物
像
が
う
か
が
え
る
︒
荀
勖
の
正
始
説
の
提
起
は
、
内
々
に
自
分
の
荀
氏
一
族
を
褒
め
、
自
分
と
叔
父
の
二
人
の
出
仕

を
国
史
に
記
載
し
、
さ
ら
に
、
史
伝
で
自
ら
を
正
義
の
人
物
と
し
て
描
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

次
に
、
賈
謐
が
泰
始
説
を
提
起
し
た
理
由
は
、
賈
氏
一
族
の
面
子
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
︒
賈
謐
は
武
帝
朝
最
大
の
権
臣
賈
充
の
嗣

を
継
承
し
た
人
物
で
あ
り
、
賈
氏
の
国
史
に
お
け
る
地
位
を
慎
重
に
考
慮
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
︒
賈
充
の
父
親
賈
逵
は
魏
の
忠
臣
と

し
て
有
名
で
あ
る
が
、
賈
充
は
司
馬
氏
の
禅
代
を
熱
心
に
推
奨
し
、
諸
葛
誕
に
「
お
前
は
賈
逵
の
息
子
で
は
な
い
」
と
指
弾
さ
れ
た）
1（
 （

︒

司
馬
懿
の
崩
御
の
原
因
の
一
つ
に
、
賈
逵
と
王
凌
の
魂
を
恐
れ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
説
で
あ
る）
13
（

︒
故
に
、
も
し
正
始
説
・
嘉
平
説
が

採
用
さ
れ
れ
ば
、
賈
氏
一
族
は
こ
の
国
史
の
始
ま
り
に
進
退
両
難
の
窮
境
に
陥
っ
て
し
ま
う
︒
ま
た
、
賈
充
は
自
分
の
歴
史
上
の
評
価

を
か
な
り
重
視
し
て
い
た）
1（
 （

︒
唐
の
『
晋
書
』
は
賈
充
の
魏
に
お
け
る
事
跡
を
簡
単
に
記
述
し
、
た
だ
高
貴
郷
公
を
弒
し
た
こ
と
の
み
を

記
し
て
い
る
︒
し
か
し
、
高
貴
郷
公
を
弒
す
る
こ
と
は
、
東
晋
の
干
宝
『
晋
紀
』
以
前
の
西
晋
の
史
書
に
隠
さ
れ
て
い
た
︒
無
論
、
こ

れ
は
当
時
賈
氏
の
権
力
が
最
も
強
か
っ
た
た
め
で
あ
る
︒
賈
謐
が
こ
の
部
分
を
隠
す
た
め
に
、
正
始
説
と
嘉
平
説
に
反
対
す
る
の
は
当

然
の
こ
と
と
言
え
よ
う
︒

五
等
初
建
、
封
臨
沂
侯
、
為
晋
元
勛
、
深
見
寵
異
、
禄
賜
常
優
於
群
官
︒
︙
︙
初
、
文
帝
以
景
帝
恢
贊
王
業
、
方
伝
位
於
舞
陽

侯
攸
︒
充
称
武
帝
寬
仁
、
且
又
居
長
、
有
人
君
之
徳
、
宜
奉
社
稷
︒

五
等
を
初
め
て
建
つ
る
に
、
臨
沂
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
晋
の
元
勛
と
な
り
、
深
く
寵
異
せ
ら
れ
、
禄
賜
常
に
群
官
に
優
る
︒
︙
︙

初
め
、
文
帝
景
帝
の
王
業
を
恢
讃
す
る
を
以
て
、
方
に
位
を
舞
陽
侯
の
攸
に
伝
へ
ん
と
す
︒
充
称
す
る
に
武
帝
寛
仁
に
し
て
、
且

つ
又
長
に
居
り
、
人
君
の
徳
有
り
て
、
宜
し
く
社
稷
を
奉
す
べ
し
と
︒   

（『
晋
書
』
巻
四
十
「
賈
充
伝
」）
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ま
た
、
賈
充
は
特
に
武
帝
の
即
位
を
補
佐
し
た
︒
故
に
武
帝
に
極
め
て
寵
愛
さ
れ
、
娘
の
賈
南
風
は
後
の
恵
帝
の
太
子
妃
に
な
り
、

武
帝
朝
か
ら
恵
帝
朝
の
元
康
末
年
ま
で
賈
氏
は
最
高
の
権
勢
を
誇
っ
た
︒
賈
謐
は
賈
氏
一
族
の
地
位
を
他
の
功
臣
よ
り
上
回
ら
せ
る
た

め
に
も
、
泰
始
説
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
︒

ま
た
、
嘉
平
説
を
提
出
す
る
王
瓚
は
、
臧
栄
緒
の
『
晋
書
』
に
、
義
陽
人
で
あ
り
、
東
海
、
瑯
琊
、
晋
陽
、
祁
県
な
ど
当
時
名
門
の

王
氏
で
は
な
く
、
生
卒
年
も
不
詳
で
あ
る）
15
（

︒
し
か
し
、「
賈
謐
伝
」
の
文
脈
（
著
作
郎
王
瓚
欲
引
嘉
平
已
下
朝
臣
尽
入
晋
史
）
か
ら
見
れ

ば
、
王
瓚
は
嘉
平
以
降
の
大
臣
を
全
て
新
し
い
国
史
に
収
録
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
先
行
研
究
に
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
正
始
年
間
の
司
馬
氏
の
功
臣
は
殆
ど
『
晋
書
』
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
︒
そ
の
理
由
は
彼
ら
が
全
部
泰
始
以
前
に
死

亡
し
た
か
ら
で
あ
る
︒
し
か
し
泰
始
以
前
に
死
去
し
た
阮
籍
、
嵇
康
な
ど
は
却
っ
て
『
晋
書
』
に
入
っ
た
︒
も
し
王
瓚
の
意
見
に
従
え

ば
、
正
始
・
嘉
平
年
間
の
功
臣
王
肅
、
王
昶
、
王
観
な
ど
、
及
び
「
淮
南
三
叛
」
の
王
凌
、
毋
丘
倹
、
文
欽
、
諸
葛
誕
、
及
び
蜀
国
を

平
定
し
た
鄧
艾
、
鍾
会
ら
は
全
て
『
晋
書
』
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
︒

陸
機
の
説
の
理
由
も
こ
の
視
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
︒
も
し
太
康
以
前
の
歴
史
に
お
い
て
晋
の
正
統
を
認
め
れ
ば
、
呉
国
だ
け
で
は
な

く
、
呉
の
権
臣
で
あ
っ
た
陸
氏
一
族
の
立
場
を
ど
う
位
置
づ
け
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
︒
陸
氏
の
呉
の
後
期
朝
廷
に
お
け

る
勢
力
に
つ
い
て
、『
世
説
新
語
』
に
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
︒

孫
皓
問
丞
相
陸
凱
曰
、「
卿
一
宗
在
朝
有
幾
人
︒」
陸
曰
、「
二
相
、
五
侯
、
将
軍
十
余
人
︒」
皓
曰
、「
盛
哉
︒」

孫
皓
丞
相
陸
凱
に
問
ひ
て
曰
く
、「
卿
が
一
宗
の
朝
に
在
る
も
の
幾
人
有
り
や
︒」
陸
曰
く
、「
二
相
・
五
侯
・
将
軍
十
余
人
な

り
」︒
皓
曰
く
、「
盛
ん
な
る
か
な
」
と
︒   

（『
世
説
新
語
』
巻
中
「
規
箴
」
第
十
）

ま
た
、
陸
機
の
祖
父
陸
遜
は
呉
の
赤
烏
八
年
（
二
四
五
）
に
、
父
の
陸
抗
は
鳳
凰
三
年
（
二
七
四
）
に
死
去
し
、
兄
の
陸
景
、
陸
晏

も
晋
の
呉
攻
滅
時
に
死
亡
し
た
︒
も
し
晋
の
起
元
が
正
始
、
嘉
平
、
泰
始
に
な
れ
ば
、
彼
ら
の
史
書
に
お
け
る
立
場
は
、
か
な
り
危
う

い
も
の
と
な
る
︒
故
に
、
陸
機
は
太
康
説
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
︒

晋
書
限
断
論
と
陸
機
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四
、﹃
晋
紀
﹄
執
筆
に
お
け
る
陸
機
の
葛
藤

『
晋
書
』「
賈
謐
伝
」
に
よ
れ
ば
、
恵
帝
朝
の
議
論
で
は
最
終
的
に
賈
謐
の
意
見
が
採
用
さ
れ
て
い
た
︒
当
時
賈
氏
一
族
の
権
勢
が
最

も
強
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
︒
陸
機
は
己
の
意
見
を
実
行
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
︒
で
は
、
陸
機
は
こ

の
状
況
に
ど
う
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
︒

恵
帝
朝
の
議
論
を
経
て
、
陸
機
は
四
巻
の
『
晋
紀
』
を
編
纂
し
た
︒『
隋
書
』
経
籍
志
の
「
古
史
類
」
の
中
で
、「『
晋
紀
』
四
巻
、
陸

機
撰
」
の
一
条
が
あ
る
︒
両
唐
志
の
編
年
類
に
は
「『
晋
帝
紀
』
四
巻
、
陸
機
撰
」
に
作
る
︒
即
ち
、
宋
代
ま
で
陸
機
の
『
晋
紀
』
が
ま

だ
残
っ
て
い
た
ら
し
い
︒
陸
機
の
『
晋
紀
』
は
ど
の
よ
う
な
体
裁
で
書
き
上
げ
ら
れ
た
の
か
︒
近
代
以
来
の
学
者
の
考
え
は
異
な
っ
て

い
る
︒
一
説
に
、
陸
機
の
『
晋
紀
』
は
本
紀
で
は
な
く
、
編
年
体
で
あ
る
と
い
う
︒
理
由
の
一
つ
が
『
隋
書
』「
経
籍
志
」
の
古
史
類
、

つ
ま
り
後
世
の
目
録
の
中
の
編
年
類
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る）
16
 （

︒
も
う
一
つ
の
理
由
が
『
晋
書
』
の
紀
伝
体
の
本
紀
は
束
皙
が

撰
し
た
た
め
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
で
は
、
陸
機
の
『
晋
紀
』
は
ど
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
る
か
︒

而
陸
機
『
晋
書
』、
列
紀
三
祖
、
直
序
其
事
、
竟
不
編
年
︒
年
既
不
編
、
何
紀
之
有
︒

而
る
に
陸
機
の
『
晋
書
』、
三
祖
を
列
紀
し
、
直
ち
に
其
の
事
を
序
し
て
、
竟
に
編
年
せ
ず
︒
年
既
に
編
せ
ざ
れ
ば
、
何
の
紀
か

之
有
ら
ん
や
︒   

（
劉
知
幾
『
史
通
』
巻
二
「
本
紀
」）

『
史
通
』
は
明
確
に
陸
機
の
『
晋
紀
』
を
、
編
年
類
で
は
な
く
、
本
紀
と
し
て
扱
っ
て
い
る
︒
で
は
何
故
編
年
体
に
誤
認
さ
れ
て
い
た

の
か
︒
実
は
こ
れ
が
編
年
類
と
本
紀
の
性
質
に
共
通
す
る
点
が
あ
る
た
め
で
あ
る
︒

自
史
官
放
絶
、
作
者
相
承
、
皆
以
班
馬
為
準
︒
起
漢
献
帝
、
雅
好
典
籍
、
以
班
固
『
漢
書
』
文
繁
難
省
、
命
潁
川
荀
悅
作
『
春

秋
左
伝
』
之
体
、
為
『
漢
紀
』
三
十
篇
︒
言
約
而
事
詳
、
弁
論
多
美
、
大
行
於
世
︒
︙
︙
『
紀
年
』
皆
用
夏
正
建
寅
之
月
為
歲
首
、

起
自
夏
、
殷
、
周
三
代
王
事
、
無
諸
侯
国
別
︒
︙
︙
其
著
書
皆
編
年
相
次
、
文
意
大
似
『
春
秋
経
』︒
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史
官
放
絶
す
る
に
よ
り
、
作
者
相
ひ
承
り
、
皆
班
馬
を
以
て
準
と
為
す
︒
起
く
る
に
漢
の
献
帝
、
典
籍
を
雅
好
し
、
班
固
『
漢

書
』
の
文
繁
く
省
き
難
し
を
以
て
、
潁
川
の
荀
悦
に
命
じ
『
春
秋
左
伝
』
の
体
に
作
り
て
、『
漢
紀
』
三
十
篇
を
為
さ
し
む
︒
言
約

ま
や
か
に
し
て
事
詳
し
く
、
弁
論
多
美
、
大
ひ
に
世
に
行
は
る
︒『
紀
年
』
皆
夏
の
正
を
用
ひ
て
建
寅
の
月
を
歳
首
と
為
し
、
起
つ

る
に
夏
殷
周
三
代
の
王
事
よ
り
、
諸
侯
の
国
を
別
つ
無
し
︒
︙
︙
其
れ
著
書
す
る
に
皆
編
年
し
て
相
ひ
次
き
、
文
意
大
ひ
に
『
春

秋
経
』
に
似
る
︒   

（『
隋
書
』
巻
三
十
三
「
経
籍
志
」）

昔
汲
冢
竹
書
是
曰
『
紀
年
』、『
呂
氏
春
秋
』
肇
立
紀
号
︒
蓋
紀
者
、
綱
紀
庶
品
、
網
羅
万
物
︒
︙
︙
蓋
紀
之
為
体
、
猶
『
春
秋
』

之
経
、
繫
日
月
以
成
歲
時
、
書
君
上
以
顕
国
統
︒
︙
︙
又
紀
者
、
既
以
編
年
為
主
、
唯
叙
天
子
一
人
︒
有
大
事
可
書
者
、
則
見
之

於
年
月
、
其
書
事
委
曲
、
付
之
列
伝
︒
此
其
義
也
︒

昔
汲
冢
の
竹
書
は
是
れ
『
紀
年
』
と
曰
ひ
、『
呂
氏
春
秋
』
肇
め
て
紀
号
を
立
つ
︒
蓋
し
紀
は
、
庶
品
を
綱
紀
し
、
万
物
を
網
羅

す
︒
︙
︙
蓋
し
紀
の
体
を
為
す
こ
と
、
猶
ほ
『
春
秋
』
の
経
、
日
月
を
繋
ぎ
て
以
て
歲
時
を
成
し
、
君
上
を
書
き
て
以
て
国
統
を

顕
す
︒
︙
︙
又
た
紀
は
、
既
に
編
年
を
以
て
主
と
為
し
、
唯
だ
天
子
の
一
人
を
叙
ぶ
︒
大
事
の
書
く
べ
き
者
有
れ
ば
、
則
ち
之
を

年
月
に
見
、
其
れ
事
の
委
曲
を
書
く
は
、
之
を
列
伝
に
付
す
︒
此
れ
其
の
義
な
り
︒   

（
劉
知
幾
『
史
通
』
巻
二
「
本
紀
」）

『
隋
書
』
経
籍
志
「
古
史
類
」
の
序
に
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
古
史
は
荀
悅
の
『
漢
紀
』、『
竹
書
紀
年
』
な
ど
全
て
『
春
秋
』
の

よ
う
に
、
皇
帝
を
軸
と
し
て
編
年
の
形
で
歴
史
を
記
述
す
る
書
物
で
あ
る
︒『
史
通
』
本
紀
篇
も
『
竹
書
紀
年
』
を
「
紀
」
の
起
頭
と

し
、
本
紀
の
文
体
の
性
格
を
二
つ
述
べ
て
い
る
︒

劉
知
幾
の
考
え
た
本
紀
の
性
格
は
、『
春
秋
』
の
よ
う
に
編
年
で
あ
る
こ
と
、
皇
帝
一
人
の
重
要
な
こ
と
の
み
述
べ
、
詳
し
い
内
容
は

列
伝
の
中
で
記
述
す
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
︒
こ
の
観
点
に
立
て
ば
、
も
し
本
紀
の
テ
キ
ス
ト
を
正
史
の
中
で
引
き
出
し
た
ら
、
編
年

類
の
史
書
に
相
似
し
て
い
る
︒『
文
心
雕
龍
』
史
伝
篇
に
も
「
晋
代
の
書
に
至
り
て
、
著
作
に
繋
ぐ
︒
陸
機
始
を
肇
め
て
未
だ
備
え
ず
」

と
い
う
話
が
あ
り
、
陸
機
は
最
初
の
四
帝
の
帝
紀
だ
け
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
つ
ま
り
、
陸
機
は
四
巻
の
帝
紀
し
か
完
成
し
て
お

ら
ず
、
単
行
し
て
流
伝
し
た
た
め
、『
隋
書
』
経
籍
志
の
古
史
類
に
収
め
ら
れ
て
い
た
︒
劉
知
幾
は
こ
れ
を
未
完
成
の
晋
史
の
一
部
と
し

晋
書
限
断
論
と
陸
機
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て
扱
う
た
め
、「
本
紀
」
篇
で
討
論
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

先
に
述
べ
た
陸
機
の
『
晋
紀
』
の
体
裁
を
疑
う
二
つ
目
の
理
由
は
束
皙
の
帝
紀
で
あ
る
︒
唐
の
『
晋
書
』
は
陸
機
の
帝
紀
に
言
及
し

な
い
が
、「
束
皙
伝
」
に
は
、「
佐
著
作
郎
に
転
じ
、『
晋
書
』
の
「
帝
紀
」、「
十
志
」
を
撰
す
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
『
初
学
記
』「
職
官

部
」
下
に
は
張
隠
の
『
文
士
伝
』
を
引
用
し
て
、「
束
皙
元
康
四
年
の
晚
に
司
空
府
に
応
じ
、
入
り
て
月
の
余
り
、
亦
た
著
作
佐
郎
に
除

す
︒
西
観
に
著
作
し
、
晋
書
を
撰
し
、
三
帝
紀
及
び
十
志
を
草
創
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

た
だ
、
陸
機
と
束
皙
が
同
時
に
秘
書
監
で
国
史
の
帝
紀
を
各
自
撰
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
考
え
難
い
こ
と
で
あ
る
︒
先
行
研
究
で
の

解
釈
も
異
な
っ
て
い
る
︒
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
『
文
士
伝
』
の
「
草
創
」
と
『
晋
書
』
本
伝
中
の
「
撰
」
と
の
違
い
で
あ
る
︒

こ
の
言
葉
か
ら
考
え
る
に
、
佐
著
作
郎
の
束
皙
の
帝
紀
は
定
稿
で
は
な
く
、
著
作
郎
の
陸
機
に
よ
り
、
定
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
︒

束
皙
の
帝
紀
は
戦
乱
で
散
逸
し
た
た
め）
17
（

、
後
世
の
目
録
の
記
録
あ
る
い
は
評
が
な
か
っ
た
が
、
陸
機
の
帝
紀
に
つ
い
て
評
が
多
か
っ
た
︒

陸
機
の
限
断
の
主
張
及
び
泰
始
説
に
対
す
る
妥
協
が
こ
の
『
晋
紀
』
の
書
き
方
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

前
節
で
述
べ
た
陸
機
の
主
張
は
太
康
説
で
あ
る
︒
故
に
、
実
践
の
際
に
、
二
つ
の
問
題
が
出
て
く
る
︒
一
つ
目
は
魏
晋
禅
譲
の
前
の

歴
史
、
つ
ま
り
、
晋
の
三
祖
を
ど
う
記
述
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
︒
二
つ
目
は
、
晋
武
帝
の
泰
始
元
年
か
ら
太
康
元
年
ま
で
の
間

の
歴
史
を
ど
う
記
述
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

陸
機
見
舜
「
肆
類
上
帝
、
班
瑞
群
后
」、
便
云
舜
有
天
下
、
須
格
於
文
祖
也
︒
欲
使
晋
之
三
主
異
於
舜
摂
︒
︙
︙
陸
機
以
刊
木
著

於
『
虞
書
』、
龕
黎
見
於
『
商
典
』、
以
蔽
晋
朝
正
始
、
嘉
平
之
議
、
斯
又
謬
矣
︒

陸
機
舜
の
「
肆
に
上
帝
に
類
し
、
瑞
を
群
后
に
班
す
」
を
見
、
便
ち
舜
の
天
下
を
有
す
る
や
、
須
ら
く
文
祖
に
格
す
べ
し
と
云

ふ
な
り
︒
晋
の
三
主
を
し
て
舜
の
摂
に
異
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
︒
︙
︙
陸
機
は
刊
木
の
『
虞
書
』
に
著
さ
れ
、
龕
黎
の
『
商
典
』

に
見
る
を
以
て
、
以
て
晋
朝
の
正
始
、
嘉
平
の
議
を
蔽
は
ん
と
す
、
斯
れ
又
た
謬
り
な
り
︒   （『
隋
書
』
巻
四
十
二
「
李
徳
林
伝
」）

陸
機
は
、
三
祖
に
対
し
て
二
つ
の
意
見
を
持
っ
て
い
た
︒
一
つ
目
は
尭
舜
の
禅
譲
で
天
を
祭
祀
す
る
な
ど
一
連
の
儀
礼
が
三
祖
は
完

成
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
尭
舜
の
例
と
比
し
て
相
応
し
く
な
い
︒
二
つ
目
は
『
尚
書
』
に
よ
れ
ば
、
禹
の
即
位
以
前
の
事
跡
は
『
虞
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書
』
に
載
せ
ら
れ
、
周
文
王
の
事
跡
も
『
商
書
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
、
三
祖
事
実
上
の
皇
帝
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
ら

の
記
事
は
『
魏
書
』
に
載
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
︒
だ
が
、
最
終
的
に
陸
機
は
国
史
の
編
纂
に
お
い
て
、
三
祖
の
帝
紀
を
書

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
そ
こ
で
、
陸
機
は
「
名
紀
実
伝
」
の
書
き
方
で
自
分
の
意
見
を
内
々
に
堅
持
し
た
の
で
あ
る
︒

三
祖
実
終
為
臣
、
故
書
為
臣
之
事
、
不
可
不
如
伝
、
此
実
録
之
謂
也
︒
而
名
同
帝
王
、
故
自
帝
王
之
籍
、
不
可
以
不
称
紀
、
則

追
王
之
義
︒

三
祖
実
に
終
り
に
臣
と
為
り
、
故
に
臣
為
る
事
を
書
く
、
伝
の
ご
と
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
此
れ
実
録
の
謂
ひ
な
り
︒
し
か
れ

ど
も
名
は
帝
王
に
同
じ
、
故
に
自
づ
か
ら
帝
王
の
籍
に
あ
り
、
以
て
紀
と
称
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
追
王
の
義
な
り
︒

   

陸
機
「
晋
書
限
断
議
」　
（『
初
学
記
』
巻
二
十
一
「
史
伝
」
所
引
）

「
晋
書
限
断
議
」
の
残
文
に
よ
れ
ば
、
陸
機
は
晋
の
三
祖
が
名
義
上
は
皇
帝
と
同
等
だ
が
、
実
際
に
は
ま
だ
臣
下
で
あ
る
た
め
、
執
筆

の
際
に
、
晋
の
三
祖
の
伝
記
を
「
紀
」
と
名
付
け
る
も
の
の
、「
伝
」
の
よ
う
に
書
い
た
と
い
う
︒
前
述
の
劉
知
幾
の
「
本
紀
」
の
叙
述

よ
り
、
陸
機
は
三
祖
の
本
紀
で
編
年
し
て
い
な
か
っ
た
︒『
春
秋
』『
尚
書
』
の
よ
う
に
「
晋
元
年
」、「
新
二
年
」
で
は
な
い
の
み
な
ら

ず
、
魏
の
年
号
を
も
使
っ
て
い
な
か
っ
た
︒
三
祖
の
部
分
を
編
年
せ
ず
、
晋
武
帝
の
部
分
編
年
す
る
こ
と
は
、『
史
記
』「
周
本
紀
」、「
秦

本
紀
」
に
既
に
模
範
が
あ
る
︒
し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
問
題
が
出
て
く
る
︒
編
年
か
否
か
、
本
紀
と
列
伝
を
区
別
で
き
な
い
︒「
伝
」
の

如
し
の
書
き
方
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
︒

如
近
代
述
者
、
魏
著
作
、
李
安
平
之
徒
、
其
撰
『
魏
』、『
斉
』
二
史
、
於
諸
帝
篇
、
或
雑
載
臣
下
、
或
兼
言
他
事
、
巨
細
畢
書
、

洪
纖
備
録
︒
全
為
伝
体
、
有
異
紀
文
、
迷
而
不
悟
、
無
乃
太
甚
︒

近
代
の
述
者
の
如
く
、
魏
著
作
、
李
安
平
の
徒
、
其
れ
撰
す
る
『
魏
』、『
斉
』
二
史
、
諸
帝
篇
に
於
て
、
或
ひ
は
臣
下
を
雑
載

し
、
或
ひ
は
他
事
を
兼
言
し
、
巨
細
畢
く
書
き
、
洪
纖
備
に
録
す
︒
全
て
伝
体
と
為
し
、
紀
の
文
と
異
な
る
こ
と
あ
り
、
迷
ひ
て

悟
ら
ず
、
む
し
ろ
太
だ
甚
だ
し
︒   

（
劉
知
幾
『
史
通
』
巻
二
「
本
紀
」）

晋
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先
に
引
用
し
た
部
分
で
劉
知
幾
は
「
紀
」
に
つ
い
て
皇
帝
一
人
の
重
要
な
こ
と
し
か
述
べ
ず
、
詳
し
い
記
述
は
列
伝
に
入
れ
る
べ
き

だ
と
述
べ
て
い
た
︒
こ
こ
で
魏
収
、
李
百
薬
な
ど
の
帝
紀
が
「
伝
体
」
と
よ
ば
れ
る
理
由
は
、
帝
と
臣
の
記
事
が
そ
の
繁
簡
を
問
わ
ず
、

全
て
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
陸
機
が
三
祖
に
つ
い
て
殊
更
に
伝
の
ご
と
く
書
い
た
と
い
う
の
は
、
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
︒

こ
れ
は
正
に
泰
始
か
ら
太
康
ま
で
の
間
の
処
置
で
あ
る
︒
太
康
以
前
の
武
帝
朝
の
歴
史
に
つ
い
て
、
陸
機
が
泰
始
な
ど
の
年
号
を
使

わ
な
い
こ
と
は
国
史
の
編
纂
で
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
︒
故
に
、
陸
機
は
こ
の
段
落
の
武
帝
紀
は
次
の
よ
う
な
大
臣
の
こ
と
を
混
ぜ
て

列
伝
の
よ
う
に
書
き
上
げ
た
︒

王
濬
之
在
巴
郡
也
、
夢
懸
四
刀
於
其
上
、
甚
悪
之
︒
濬
主
簿
李
毅
拜
賀
曰
、「
三
刀
為
州
、
而
見
益
一
、
明
府
其
臨
益
州
乎
︒」

濬
果
為
益
州
刺
史
︒

王
濬
の
巴
郡
に
在
る
や
、
四
刀
の
其
の
上
に
懸
る
を
夢
み
、
甚
だ
之
を
悪
む
︒
濬
の
主
簿
李
毅
拜
賀
し
て
曰
く
、「
三
刀
は
州
為

り
、
而
る
に
一
を
益
す
を
見
る
は
、
明
府
其
れ
益
州
に
臨
ま
ん
や
︒」
と
︒
濬
果
た
し
て
益
州
刺
史
と
為
す
︒

   

陸
機
『
晋
武
紀
』（『
太
平
御
覧
』
巻
二
五
四
「
職
官
部
五
十
二
・
刺
史
上
」
所
引
）

陸
機
の
『
晋
武
紀
』
の
こ
の
部
分
の
引
用
は
他
に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
書
名
は
、『
芸
文
類
聚
』「
軍
器
部
」、「
霊
異
部
」
で
は
「
陸

機
『
晋
書
』」、『
北
堂
書
鈔
』「
武
功
部
」
で
は
「
陸
機
『
晋
記
』」、『
太
平
御
覧
』「
兵
部
」、「
人
事
部
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
陸
機
『
晋

書
』」、「
陸
機
『
晋
書
』「
武
紀
」
と
な
っ
て
い
る
︒
な
ぜ
『
太
平
御
覧
』
に
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
の
か
、
先
行
研
究
は
意
見
が
異

な
っ
て
い
る
︒
筆
者
は
こ
の
一
例
が
「
武
帝
紀
」
の
残
文
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
︒
王
濬
が
巴
郡
に
い
る
時
期
は
、『
晋
書
』
本
伝
に
照

ら
せ
ば
、
泰
始
八
年
（
二
七
二
）
の
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
時
期
の
大
臣
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
「
武
帝
紀
」
に
収
録
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ

ち
陸
機
の
「
伝
」
の
ご
と
き
書
き
方
で
あ
る
︒

陸
機
の
「
名
紀
実
伝
」
の
書
き
方
か
ら
、
彼
の
心
に
己
が
持
っ
て
い
る
「
三
国
同
覇
」
の
歴
史
観
と
泰
始
説
、
儒
家
の
信
条
と
礼
法

を
従
わ
な
い
司
馬
氏
の
間
に
二
つ
矛
盾
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

陸
機
と
賈
謐
の
違
い
は
、
実
は
陸
機
が
魏
晋
正
統
で
は
な
く
、
三
国
同
覇
の
史
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
︒
泰
始
説
の
「
代
終
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の
断
」
は
魏
国
を
正
統
と
し
て
お
り
、
故
に
晋
武
帝
が
魏
元
帝
か
ら
禅
譲
を
受
け
た
こ
と
は
正
統
の
継
承
を
意
味
す
る
︒
し
か
し
陸
機

の
正
統
観
は
三
国
同
覇
、つ
ま
り
三
国
全
て
が
正
統
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
︒
か
か
る
観
念
は
陸
機
の
ほ
か
の
文
学
作
品
中
に
も
見
え
る
︒

ま
ず
、
魏
が
漢
に
替
わ
り
、
天
命
が
魏
に
あ
る
こ
と
を
、
陸
機
は
否
定
は
し
て
い
な
い
︒
第
二
回
の
限
断
の
議
論
と
同
年
で
作
っ
た

「
弔
魏
武
帝
文
」
に
は
、「
建
安
の
三
八
に
当
た
り
、
実
に
大
命
の
艱
き
所
な
り
」
の
一
句
が
あ
る
︒
建
安
二
十
四
年
、
曹
操
は
病
重
く
、

翌
年
の
正
月
に
崩
御
し
た
︒
曹
操
は
天
命
を
受
け
た
も
の
の
、す
ぐ
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、故
に
、「
大
命
の
艱
き
所
」
と
言
う
︒

さ
ら
に
、
天
命
を
受
け
た
の
は
曹
操
だ
け
で
な
く
、
孫
呉
、
蜀
漢
も
同
じ
で
あ
る
と
す
る
︒
陸
機
は
「
答
賈
長
淵
」
の
詩
の
中
で
魏
、

蜀
、
呉
対
等
の
立
場
を
強
調
し
て
い
る
︒「
爰
に
兹
の
有
魏
は
、
宮
に
天
邑
に
即
く
︒
呉
は
実
に
龍
の
ご
と
く
飛
び
、
劉
も
亦
た
岳
の
ご

と
く
立
つ
」︒
そ
し
て
、
曹
操
、
劉
備
、
孫
権
を
平
等
な
「
三
哲
」
と
呼
び
、
各
自
の
君
主
い
ず
れ
も
皇
帝
と
言
え
る
︒
そ
し
て
、「
獄

訟
魏
に
違
り
、
謳
歌
晋
に
適
け
り
」
の
一
句
よ
り
分
か
る
こ
と
は
、
魏
か
ら
晋
ま
で
の
政
権
変
更
は
、
尭
舜
の
よ
う
な
禅
譲
で
は
な
く
、

尭
の
息
子
の
丹
朱
と
舜
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
︒
つ
ま
り
、
呉
と
晋
も
同
じ
平
等
な
関
係
で
あ
る
︒「
庸
岷
は
顙
を
稽
け
、
三
江
も
献
を

改
む
」
の
こ
と
が
あ
る
か
ら
、「
天
人
を
対
揚
し
、
秩
で
斯
の
祜
有
り
」
と
言
え
る
︒「
弁
亡
論
」
で
、
陸
機
は
西
晋
の
軍
隊
が
呉
を
滅

亡
し
た
後
に
、「『
易
』
に
曰
く
、「
湯
武
は
命
を
革
め
て
天
に
従
ふ
」」
と
い
う
一
句
を
詠
む
︒
つ
ま
り
、
晋
が
呉
を
滅
亡
し
て
は
じ
め

て
「
革
命
」
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
呉
の
滅
亡
以
前
は
晋
武
帝
は
ま
だ
正
統
な
皇
帝
と
は
言
え

な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒

ま
た
、
晋
の
三
祖
を
皇
帝
と
み
な
さ
な
い
考
え
方
は
、
陸
機
の
晋
の
政
権
の
取
り
方
に
対
す
る
不
満
を
含
ん
で
い
る
︒
陸
機
は
本
伝

で
「
服
膺
儒
術
、
非
礼
不
動
」
と
評
さ
れ
て
い
る
︒
先
に
言
及
し
た
陸
機
の
一
つ
の
意
見
は
、
三
祖
の
摂
政
は
『
尚
書
』
の
礼
儀
と
合

わ
な
か
っ
た
︒
ま
た
、
同
年
に
創
作
さ
れ
た
「
弔
魏
武
帝
文
」
は
、
曹
操
に
天
命
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
︒
の
み
な
ら
ず
、
陸
機

は
弔
文
の
本
文
中
に
、
曹
操
の
漢
を
救
う
功
績
を
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
論
じ
て
い
る
︒
儒
家
の
「
天
下
を
三
分
し
て
其
の
二
を
有
し
、

以
て
殷
に
服
事
す
」
と
い
う
観
念
を
重
視
し
て
い
た
︒
当
時
司
馬
氏
の
簒
奪
の
経
緯
を
書
く
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
︒
こ
の
「
名
紀
実

伝
」
の
書
き
方
こ
そ
、
陸
機
の
胸
の
中
の
葛
藤
を
映
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

晋
書
限
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注

（
１
）  

『
晋
書
』
の
限
断
問
題
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
は
、
①
饒
宗
頤
『
中
国
史
学
上
之
正
統
論
』（
香
港
龍
門
書
店
、
一
九
七
七
年
）︒
②
周

一
良
「
魏
晋
南
北
朝
史
学
与
王
朝
禅
代
」（『
北
京
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、
一
九
八
七
年
、
第
二
期
︒『
魏
晋
南
北
朝
史
論
集
』、

北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
再
録
）︒
③
沈
玉
成
「「
竹
林
七
賢
」
与
「
二
十
四
友
」」（『
遼
寧
大
学
学
報
』
一
九
九
〇
年
、
第
六
期
）︒

④
兪
灝
敏
「
西
晋
議
晋
書
限
断
考
弁
」（『
安
徽
史
学
』
一
九
九
六
年
、
第
二
期
）︒
⑤
朱
暁
海
「
潘
岳
論
」（『
燕
京
学
報
』
二
〇
〇
三
年
、

新
十
五
期
）︒
⑥
閻
歩
克
「
西
晋
呼
吁
之
簡
析
及
推
論
」（『
楽
師
与
史
官
』、
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）︒
⑦
兪
士
玲
『
陸
機
陸
雲
年
譜
』

（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）︒
⑧
徐
沖
『
中
古
時
代
的
歴
史
書
写
与
皇
帝
権
力
起
源
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
︒「
禅
譲

与
起
元
魏
晋
南
北
朝
的
王
朝
更
替
与
国
史
書
写
」﹇『
歴
史
研
究
』
二
〇
一
〇
年
、
第
三
期
﹈
を
改
定
）︒
⑨
謝
明
憲
「
泰
始
為
断
的
歴
史
書

写
：『
晋
書
』
限
断
的
難
題
与
陸
機
的
新
議
」（『
台
大
中
文
学
報
』
二
〇
一
五
年
、
第
四
十
九
期
）︒
⑩
柳
春
新
「
陸
機
晋
紀
与
晋
史
的
修

撰
起
源
」（『
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
資
料
』
第
三
十
二
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）︒
⑪
楊
明
『
陸
機
集
校
箋
』（
上
海

古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）︒

（
２
）  

前
掲
注
（
１
）
⑦
兪
士
玲
は
元
康
七
、
八
年
頃
と
し
、
⑩
柳
春
新
は
元
康
三
、
四
年
頃
と
す
る
︒

（
３
）  

李
徳
林
の
書
に
基
づ
き
陸
機
の
太
康
説
を
導
き
出
す
の
は
、
前
掲
注
（
１
）
の
⑤
朱
暁
海
、
⑦
兪
士
玲
、
⑨
謝
明
憲
で
あ
る
︒
①
饒
宗

頤
は
、
陸
機
と
賈
謐
の
意
見
は
一
致
す
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
干
宝
「
晋
紀
」
の
内
容
と
矛
盾
す
る
︒
⑪
楊
明
は
、
陸
機
は
必
ず

し
も
太
康
説
に
拘
っ
て
い
な
い
と
す
る
︒

（
４
）  

『
晋
書
』
巻
二
十
七
「
五
行
志
」
の
原
文
は
以
下
の
と
お
り
︒「
魏
時
張
掖
石
瑞
、
雖
是
晋
之
符
命
、
而
於
魏
為
妖
︒
好
攻
戦
、
軽
百
姓
、

飾
城
郭
、
侵
辺
境
、
魏
氏
三
祖
皆
有
其
事
︒
石
図
発
於
非
常
之
文
、
此
不
従
革
之
異
也
︒
晋
定
大
業
、
多
斃
曹
氏
、
石
瑞
文
「
大
討
曹
」

之
応
也
」︒

（
５
）  

赤
雀
は
文
王
の
受
命
の
し
る
し
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
漢
代
の
緯
書
か
ら
出
た
説
で
あ
る
︒『
藝
文
類
聚
』
巻
十
「
符
命
部
「
符

命
」
に
「『
尚
書
中
候
』
曰
、
季
秋
、
赤
雀
銜
丹
書
入
酆
、
止
于
昌
戸
、
昌
拜
稽
首
︒
受
、
最
曰
、「
姫
昌
蒼
帝
子
」」
と
あ
る
︒
後
漢
の
儒

者
は
二
度
天
命
の
徴
が
出
た
原
因
に
つ
い
て
、
文
王
が
天
命
に
応
じ
な
か
っ
た
の
で
、
武
王
の
時
に
再
び
現
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
︒「
文

王
得
赤
雀
、
武
王
得
白
魚
赤
烏
、
儒
者
論
之
、
以
為
雀
則
文
王
受
命
、
魚
烏
則
武
王
受
命
、
文
武
受
命
於
天
、
天
用
雀
与
魚
烏
命
授
之
也
︒
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天
用
赤
雀
命
文
王
、
文
王
不
受
、
天
復
用
魚
、
烏
命
武
王
也
」︒（
王
充
『
論
衡
』「
初
稟
」）︒
三
国
時
代
も
こ
の
説
が
流
行
し
て
お
り
、
曹

植
「
文
王
赤
雀
贊
」
が
『
藝
文
類
聚
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
白
魚
は
武
王
受
命
の
し
る
し
で
、『
史
記
』「
周
本
紀
」
に
「
武
王
渡
河
、

中
流
、
白
魚
躍
入
王
舟
中
、
武
王
俯
取
以
祭
︒
既
渡
、
有
火
自
上
復
于
下
、
至
于
王
屋
、
流
為
烏
、
其
色
赤
、
其
声
魄
云
」
と
あ
る
︒

（
６
）  
前
掲
注
（
１
）
⑨
謝
明
憲
論
文
は
、
晋
武
帝
朝
の
祥
瑞
と
武
帝
が
自
ら
受
命
に
導
い
た
経
緯
を
詳
述
す
る
︒

（
７
）  

原
文
は
以
下
の
と
お
り
︒「
初
、
漢
元
、
成
之
世
、
先
識
之
士
有
言
曰
、「
魏
年
有
和
、
当
有
開
石
於
西
三
千
余
里
、
繫
五
馬
、
文
曰
、

『
大
討
曹
︒』
及
魏
之
初
興
也
、
張
掖
之
柳
谷
、
有
開
石
焉
︒
始
見
於
建
安
、
形
成
於
黄
初
、
文
備
於
太
和
︒
︙
︙
此
一
事
者
、
魏
晋
代
興

之
符
也
︒
至
晋
泰
始
三
年
、
張
掖
太
守
焦
勝
上
言
、『
以
留
郡
本
国
図
、
校
今
石
文
、
文
字
多
少
不
同
、
謹
具
図
上
』」（『
搜
神
記
』
巻
七
）︒

「（
泰
始
三
年
）
夏
四
月
戊
午
、
張
掖
太
守
焦
勝
上
言
、
氐
池
県
大
柳
谷
口
有
玄
石
一
所
、
白
昼
成
文
、
実
大
晋
之
休
祥
、
図
之
以
献
︒
詔

以
制
幣
告
於
太
廟
、
蔵
之
天
府
」（『
晋
書
』
巻
三
「
武
帝
紀
」）︒

（
８
）  

『
尚
書
』「
泰
誓
篇
」
に
「
惟
十
有
一
年
、
武
王
伐
殷
」
と
あ
り
、
孔
伝
は
「
周
自
『
虞
芮
質
厥
成
』、
諸
侯
並
附
、
以
為
受
命
之
年
︒
至

九
年
而
文
王
卒
、
武
王
三
年
服
畢
、
観
兵
孟
津
、
以
卜
諸
侯
伐
紂
之
心
」
と
説
明
す
る
︒
こ
こ
で
は
文
王
の
受
命
か
ら
起
算
し
て
十
一
年

で
あ
る
︒

（
９
）  

『
史
記
』「
周
本
紀
」
は
文
王
以
前
の
部
分
を
紀
年
し
な
い
︒
ま
た
「
秦
本
紀
」
も
荘
公
以
前
の
部
分
を
紀
年
し
な
い
︒

（
10
）  

そ
の
他
の
説
と
し
て
、
前
掲
注
（
１
）
③
沈
玉
成
は
、
賈
謐
が
賈
氏
一
族
の
栄
華
を
永
続
さ
せ
る
た
め
に
、
泰
始
説
は
司
馬
炎
直
系
の

正
統
性
を
述
べ
、
傍
系
の
司
馬
氏
一
族
を
排
除
で
き
る
と
主
張
し
た
︒
④
兪
灝
敏
は
、
賈
謐
の
主
張
に
深
い
配
慮
は
な
く
、
単
に
歴
史
問

題
を
討
論
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
︒
⑤
朱
暁
海
は
、
賈
謐
の
泰
始
説
に
は
皇
帝
と
な
ろ
う
と
す
る
野
心
が
あ
る
と
考
え
た
︒
⑦
兪
士
玲

も
賈
謐
の
主
張
は
別
の
意
図
に
よ
る
と
す
る
︒
た
だ
し
愍
懷
太
子
一
派
の
張
華
ら
が
賛
同
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
③
沈
玉
成
の
観
点
に
賛

同
し
、
賈
謐
と
愍
懷
太
子
は
敵
対
関
係
に
あ
る
が
、
司
馬
氏
や
他
の
貴
族
と
対
立
す
る
点
で
一
致
し
て
い
た
と
し
た
︒

（
11
）  

王
隠
『
晋
書
』
に
は
、
荀
顗
の
弟
の
荀
粲
に
つ
い
て
も
伝
が
あ
る
︒

（
12
）  

『
晋
書
』
巻
四
十
「
賈
充
伝
」
原
文
は
以
下
の
と
お
り
︒「
後
為
文
帝
大
将
軍
司
馬
、
転
右
長
史
︒
帝
新
執
朝
権
、
恐
方
鎮
有
異
議
、
使

充
詣
諸
葛
誕
、
図
欲
伐
呉
、
陰
察
其
変
︒
充
既
論
説
時
事
、
因
謂
誕
曰
、「
天
下
皆
願
禅
代
、
君
以
為
如
何
︒」
誕
厲
声
曰
、「
卿
非
賈
予
州

子
乎
︒
世
受
魏
恩
、
豈
可
欲
以
社
稷
輸
人
乎
︒
若
洛
中
有
難
、
吾
当
死
之
︒」
充
黙
然
」︒
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書
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（
13
）  

『
晋
書
』
巻
一
「
宣
帝
紀
」
は
以
下
の
と
お
り
︒「（
嘉
平
三
年
）
六
月
、
帝
寝
疾
、
夢
賈
逵
、
王
凌
為
祟
、
甚
悪
之
︒
秋
八
月
戊
寅
、
崩

於
京
師
、
時
年
七
十
三
︒」

（
14
）  
『
晋
書
』
巻
四
十
「
賈
模
伝
」
原
文
は
以
下
の
と
お
り
︒「
充
年
衰
疾
劇
、
恒
憂
己
謚
伝
、
模
曰
、「
是
非
久
自
見
、
不
可
掩
也
」︒」

（
15
）  
『
文
選
』
巻
二
十
九
王
瓚
「
雑
詩
」
の
李
善
注
に
臧
栄
緒
『
晋
書
』
が
あ
り
、「
王
瓚
字
正
長
︒
義
陽
人
也
︒
博
学
有
俊
才
︒
闢
司
空
掾
︒

歴
散
騎
侍
郎
︒
卒
︒」
と
記
す
︒

（
16
）  

こ
の
説
は
清
の
浦
起
龍
の
『
史
通
通
釈
』
よ
り
始
ま
っ
た
︒

（
17
）  

『
晋
書
』
巻
五
十
一
「
束
皙
伝
」
に
「
所
著
『
三
魏
人
士
伝
』、『
七
代
通
記
』、『
晋
書
』「
紀
」「
志
」、
遇
乱
亡
失
」
と
あ
る
︒
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